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留意事項
1. 必要十分な量で記述すること。
2. 適宜参考文献を引用して説明すること。
3. 自分の言葉で書くこと。剽窃をしてはならない。
4. 虚偽の記載や偽造が発見された場合及び試験において不正行為があったことを示す明確な証拠が出てきた場合は、合格後、及び入学後においても遡って入学を取り消すことがある。
5. 提出時には「例」や斜体で記された注意書きを削除すること。ただし留意事項は削除しないこと。


1） 修士課程で取り組みたい研究 （参考文献を除いてA4 3ページ以内を目安とする）
研究の背景・目的・内容・意義・計画などについて記述せよ。必要に応じて数式や図表等を用いること。適宜参考文献を引用して説明すること。


参考文献（例）
[1]Strogatz, S. H. (2000). From Kuramoto to Crawford: Exploring the onset of synchronization in populations of coupled oscillators. Physica D, 143(1–4), 1–20. （英語論文の例）
[2]黒田洋一郎 (2018). 脳の老化と神経変性疾患. 生物物理, 58(1), 10–15. （日本語論文の例）
[3] Murray, J. D. (2002). Mathematical Biology I: An Introduction (3rd ed.). Springer. （英語書籍の例）
[4]蔵本由紀 (2014). 同期現象の数理. 岩波書店. （日本語書籍の例）
[5]総務省統計局 (2024). 日本の統計 2024. https://www.stat.go.jp/data/nihon/ （ウェブサイトの例）



2) 自己アピール （A4 1ページ以内を目安とする）
これまでの学修・研究・課外活動などにおける経験や実績に基づいて、修士課程での学修・研究で活かせる自分の強みを具体的に記述せよ



3) 業績リスト
以下のフォーマットを参考に記述すること。項目に該当がない場合は空欄とする。

[学術論文]（査読の有・無を明記）
· 複雑花子・白坂卓（2024）「〇〇の数理モデル解析」『生物物理』63(2), 100–110（査読あり）

[国際学会発表]（口頭・ポスター発表、査読の有・無を明記）
· Hanako Fukuzatsu, “Bifurcation structure in aging-related cell dynamics,” APS March Meeting 2024 （口頭発表、査読有）

[国内学会発表] （口頭・ポスター発表、査読の有・無を明記）
· 複雑 花子「複雑現象における初期状態の影響」日本物理学会2024年秋季大会（ポスター発表、査読無）

[受賞・奨学金]
· 日本物理学会学生優秀発表賞（2023）
· ○○財団奨学金（2024）
· ○○データサイエンスチャレンジ 3位入賞（2023）
· プログラミングコンテスト○○ カテゴリ賞受賞（2022）

[研究関連の活動・インターン]
· 理化学研究所 × ○○大学インターン（2023年7月-8月）
細胞シミュレーション班でデータ解析を担当

[その他の活動・成果]
· 科学イベント「子ども理科教室」運営ボランティア（2023）
実験補助および来場者対応を担当
· ○○大学サマースクール（2023, 20日, ドイツ）
数理モデル入門コースを受講し、異文化環境での共同作業を経験。
· ○○大学交換留学プログラム（2024, 3ヶ月, ニュージーランド）
Probability & Stochastic Processes、Data Analysis などを履修。
· 語学留学（2022–2023, 9ヶ月, アメリカ）
Academic English・Technical Writing を中心に学習し、英語論文読解力を強化。
